
防災フェスタ
9月10日に土岐津公民館で開催された、防災フェス

タ。断水時に、水を使わないトイレの実演と説明を防災
士から受けて勉強している様子。
他にも多数の体験ブースの出展があり、来場者は興
味深く防災を学んでいました。
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○：賛成　×：反対

第４回定例会には、予算関係２件、条例関係２件、その他の案件14件の合計18件が市長
から上程されました。委員会付託された議案については各委員会で９月12日から９月15日
に審議され、本会議において原案のとおり可決しました。本会議での採決状況及び結果につ
きましては、下記のとおりです。
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議第59号 令和５年度土岐市一般会計補正予算
（第３号） 補正額� 40,333,000円 議第59号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

○

議第60号 令和５年度土岐市病院事業会計補正予算
（第１号）

資本的収入� 142,800,000円
資本的支出� 151,580,000円 議第60号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第61号 土岐市情報通信技術を活用した行政の推進
に関する条例について

条例等に基づき書面で行うこととされている手続き等につ
いて、オンラインにより行うことができるようにするため、
該当条例を定めるもの。

議第61号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 土岐市火災予防条例の一部を改正する条例
について

対象火器設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具
等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令
等の一部改正に伴い、この条例を定めようとするもの。

議第62号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 土岐市教育委員会委員の任命同意について 土岐市教育委員会委員に大野良子氏を任命したいので、議
会の同意を求めるもの。 議第63号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 土岐市公平委員会委員の選任同意について 土岐市公平委員会委員に前田隆氏を選任したいので、議会
の同意を求めるもの。 議第64号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて

人権擁護委員に塚本泰二氏を推薦したいので、議会の意見
を求めるもの。 諮第2号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて

人権擁護委員に長谷川満氏を推薦したいので、議会の意見
を求めるもの。 諮第3号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 令和４年度土岐市一般会計決算の認定につ
いて

歳入� 25,922,086,226円
歳出� 25,384,516,652円 議第65号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第66号 令和４年度土岐市国民健康保険特別会計決
算の認定について

歳入� 5,496,307,156円
歳出� 5,369,757,846円 議第66号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第67号 令和4年度土岐市駐車場事業特別会計決算
の認定について

歳入� 56,947,117円
歳出� 52,900,000円 議第67号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 令和４年度土岐市介護保険特別会計決算の
認定について

歳入� 6,089,464,345円
歳出� 5,786,723,119円 議第68号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 令和４年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会
特別会計決算の認定について

歳入� 34,102,630円
歳出� 34,102,630円 議第69号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号 令和４年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援
認定審査会特別会計決算の認定について

歳入� 4,571,373円
歳出� 4,571,373円 議第70号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第71号 令和４年度土岐市後期高齢者医療特別会計
決算の認定について

歳入� 913,076,480円
歳出� 889,151,985円 議第71号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号 令和４年度土岐市病院事業会計決算の認定
について

事業収益   760,698,427円　事業費用   917,973,090円
資本的収入   435,532,819円　資本的支出   434,982,819円 議第72号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 令和４年度土岐市水道事業会計資本剰余金
の処分及び決算の認定について

事業収益 1,913,532,695円　事業費用 1,668,866,448円
資本的収入   251,649,726円　資本的支出   893,993,960円 議第73号 可決及び

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 令和４年度土岐市下水道事業会計決算につ
いて

事業収益 1,722,958,353円　事業費用 1,660,659,395円
資本的収入   204,189,454円　資本的支出   807,736,677円 議第74号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
第3号

高校卒業時までの子供医療費窓口負担の無
料化及び学校給食費の無償化を求める意見
書

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務
大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、こども政
策担当大臣、内閣官房長官　あて（P14参照）

議員提出
第３号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2023年11月15日
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容 議案番号 議決結果
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議第59号 令和５年度土岐市一般会計補正予算
（第３号） 補正額� 40,333,000円 議第59号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

○

議第60号 令和５年度土岐市病院事業会計補正予算
（第１号）

資本的収入� 142,800,000円
資本的支出� 151,580,000円 議第60号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第61号 土岐市情報通信技術を活用した行政の推進
に関する条例について

条例等に基づき書面で行うこととされている手続き等につ
いて、オンラインにより行うことができるようにするため、
該当条例を定めるもの。

議第61号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 土岐市火災予防条例の一部を改正する条例
について

対象火器設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具
等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令
等の一部改正に伴い、この条例を定めようとするもの。

議第62号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 土岐市教育委員会委員の任命同意について 土岐市教育委員会委員に大野良子氏を任命したいので、議
会の同意を求めるもの。 議第63号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 土岐市公平委員会委員の選任同意について 土岐市公平委員会委員に前田隆氏を選任したいので、議会
の同意を求めるもの。 議第64号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて

人権擁護委員に塚本泰二氏を推薦したいので、議会の意見
を求めるもの。 諮第2号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて

人権擁護委員に長谷川満氏を推薦したいので、議会の意見
を求めるもの。 諮第3号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 令和４年度土岐市一般会計決算の認定につ
いて

歳入� 25,922,086,226円
歳出� 25,384,516,652円 議第65号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第66号 令和４年度土岐市国民健康保険特別会計決
算の認定について

歳入� 5,496,307,156円
歳出� 5,369,757,846円 議第66号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第67号 令和4年度土岐市駐車場事業特別会計決算
の認定について

歳入� 56,947,117円
歳出� 52,900,000円 議第67号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 令和４年度土岐市介護保険特別会計決算の
認定について

歳入� 6,089,464,345円
歳出� 5,786,723,119円 議第68号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 令和４年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会
特別会計決算の認定について

歳入� 34,102,630円
歳出� 34,102,630円 議第69号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号 令和４年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援
認定審査会特別会計決算の認定について

歳入� 4,571,373円
歳出� 4,571,373円 議第70号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第71号 令和４年度土岐市後期高齢者医療特別会計
決算の認定について

歳入� 913,076,480円
歳出� 889,151,985円 議第71号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号 令和４年度土岐市病院事業会計決算の認定
について

事業収益   760,698,427円　事業費用   917,973,090円
資本的収入   435,532,819円　資本的支出   434,982,819円 議第72号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 令和４年度土岐市水道事業会計資本剰余金
の処分及び決算の認定について

事業収益 1,913,532,695円　事業費用 1,668,866,448円
資本的収入   251,649,726円　資本的支出   893,993,960円 議第73号 可決及び

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 令和４年度土岐市下水道事業会計決算につ
いて

事業収益 1,722,958,353円　事業費用 1,660,659,395円
資本的収入   204,189,454円　資本的支出   807,736,677円 議第74号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
第3号

高校卒業時までの子供医療費窓口負担の無
料化及び学校給食費の無償化を求める意見
書

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務
大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、こども政
策担当大臣、内閣官房長官　あて（P14参照）

議員提出
第３号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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委員会報告（文教厚生委員会）
2023年11月15日
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令和４年度土岐市一般会計決算の認定について　所管部分
　　　税務課窓口に導入したセミセルフレジの利用状況は。
　　　利用率は金額ベースで13.5パーセント程度である。今後キャッシュレスの普及に伴い利用率も上昇する

と考える。
　　　コロナ関連の住民票等発行手数料の免除実績は。
　　　943件、289,500円を減免した。
　　　３人乗り自転車購入補助金について、交付実績が１件であるが、どのように分析しているのか。
　　　３人乗りという特殊性から、需要があまりないと推測している。
　　　保育園等で会計年度任用職員が担任を受け持つ状況をどのように考えているのか。
　　　認定こども園が１名、幼稚園が６名の会計年度任用職員が担任を受け持っているが、正規職員と同等の

資格やスキルを持った職員であり問題はない。
　　　保育士の正規職員採用について、どのような取り組みがなされているのか。
　　　門戸を広くするため社会人枠を設けるとともに学校等関係機関への働きかけを強化し、募集に努めている。
　　　幼児療育センター経費の執行率が27.4パーセントと低い要因は。
　　　社会福祉協議会への指定管理料であるが、職員が確保できなかったことによる支出の減少と、相談支援

事業等の給付費の増による収入の増加が要因となり委託料が見込みより減となった。
　　　生活保護給付事業について、相談件数等の状況は。
　　　相談件数は54件、申請件数が34件、生活保護開始件数が29件である。
　　　新型コロナワクチン接種率は。
　　　令和４年度の実績として、１回目が84.7パーセント、２回目が84.5パーセント、３回目が70.3パーセント、

４回目が47.6パーセント、５回目が26パーセントの接種率である。
　　　出産・子育て応援事業のうち、伴走型相談支援の実績は。
　　　出産については405件、子育てについては204件の相談もしくはアンケート調査を実施している。
　　　温泉活用型健康増進施設整備基金積立金が減額となった要因は。
　　　新型コロナの影響によりバーデンパーク SOGI の収益が落ち込んだことによる。
　　　35人学級サポートティーチャーについて、配置をすることによる成果は。
　　　サポートティーチャーを配置することにより、一人一人に目が行き届き、きめ細やかな支援ができた。
　　　スクール・ロイヤー等派遣事業の実施状況について。
　　　１件の相談を行うとともに、各小中学校に人権教育に関わる講話等で派遣している。
　　　外国人児童・生徒初期指導教室設置事業について、何人の児童生徒が利用したのか。
　　　３カ月を１クールとしているが年間で５名の利用があった。
　　　小中学校特別教室等空調機器整備工事の進捗状況は。
　　　部品の調達の遅れから３校が未稼働となっているが、それ以外の学校は工事が完了し稼働している。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

令和５年度土岐市一般会計補正予算（第３号）　所管部分
　　　西陵中学校災害復旧工事について、工事中の生徒への影響はないのか。
　　　体育館裏の崩壊箇所を立ち入り禁止としており、安全性に配慮し工事を行う。
質疑

答弁



5

土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　放課後教室利用者の推移は。
　　　登録者数は698人で前年比10パーセント減。参加延人数は52,767人で前年比0.6パーセント減である。
　　　電子図書館の利用状況は。
　　　児童生徒の電子図書への関心が高く、子ども向けコンテンツを充実させることによって、貸し出し件数

が大幅に伸びている。
　　　会計年度任用職員に幼稚園等の担任を受け持たせている状況があり、正規職員へ早期に是正すべきであ

り、この決算に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

令和４年度土岐市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　一人当たりの保険料の推移は。
　　　令和３年度が110,768円、令和４年度が114,433円である。
　　　保険料水準は県下で何番目位か。
　　　県内42市町村中33位である。
　　　コロナの影響による保険料の減免実績は。
　　　令和３年度分１件、228,280円。令和４年度分が８件、1,324,140円を減免した。
　　　基金残高が減っているが、その使途は。
　　　保険料の抑制のため充当した。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

令和４年度土岐市介護保険特別会計決算の認定について
　　　介護給付費準備基金積立金を積み増しているが、基金の運用をどのように考えているのか。
　　　将来的な介護給付費の急増による、保険料の急激な上昇の抑制のため基金を積み立てているが、第９期

介護保険事業計画の中で、充当することを検討して行きたい。
　　　認知症高齢者見守りシール交付事業の対象者への周知方法は。
　　　民生委員やケアマネージャーへ事業を周知し、対象者の掘り起こしに努めている。

質疑

答弁

質疑

答弁

令和４年度土岐市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
　　　歯科口腔検診受診者が増加している要因は。
　　　歯科医師会の協力により啓発活動を行ったことも一つの要因である。
質疑

答弁

令和４年度土岐市病院事業会計決算の認定について
　　　入院外来とも患者数が減少しているがその要因は。
　　　コロナ禍による受診控えが一つの要因であると分析している。
　　　駄知診療所の常勤医師が退職してから診療日数が減少しているが、医療体制確保に努めているのか。
　　　医師確保、医療従事者の確保について、引き続き指定管理者へ要請している。
　　　訪問看護ステーション利用者が28.1パーセント増加している要因は。
　　　３名の職員が相談業務から訪問看護につなげ精力的に活動していることが大きな要因である。
　　　老人保健施設やすらぎの利用者が減少している要因は。
　　　職員の確保が難しい状況で、療養体制を縮小していることが一つの要因である。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁
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令和５年度土岐市一般会計補正予算（第３号）所管部分
　　　繰越明許費補正のレクリエーションゾーン建物基本・詳細設計業務について、業務の遅れにより今後の

スケジュールに影響はないのか。
　　　現段階ではスケジュールに影響はないと考えている。
　　　土岐川河川公園災害復旧工事について、河川増水による施設流出の都度、復旧工事を行うことについて

の見解は。
　　　利用頻度の高い公園であり、国費の採択がなされたため復旧工事を行う。

質疑

答弁
質疑

答弁

土岐市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例について
　　　この条例の制定後、今後どのような利便性が想定されるのか。
　　　市の条例や規則で定められた紙などによる申請等がオンラインでできるようになる。
質疑
答弁

土岐市火災予防条例の一部を改正する条例について
　　　20キロワット以上の蓄電池を一般家庭に設置した場合、届け出が必要か。
　　　一般家庭用の蓄電池は主に20キロワット以下であるが、それを超える設備を設置した場合は届け出が必

要となる。

質疑
答弁

令和４年度土岐市一般会計決算の認定について（所管部分）
　　　物品売り払い収入の消防車両売り払い収入について、どのような物件で、どのように売却しているのか。
　　　化学消防車、救急車、消防団の小型ポンプを指名競争入札で売却している。
　　　広報ときの配布について、自治会加入率が低下している中、全世帯へ行き届く方策は検討しないのか。
　　　広報の配布には新聞折込や、ポスティング等の方法も考えられるがコスト面等課題があるため、自治会

未加入者の方に対しては引き続き、公共施設への配架やホームページへの掲載で対応したい。
　　　地籍調査事業について、進捗率はどの位か。
　　　市全体の進捗率は17.1パーセントであるが、人口集中地区では55パーセント程度となる。
　　　地域課題解決のための AI 活用事業について、第七次総合計画策定における未来予測において、信頼し活

用できるものなのか。
　　　あらゆる指標に基づいて未来を予測することができるため、一つの検討資料として活用できるものと考

える。
　　　公民連携による先進的なまちづくり事例調査について、何箇所の調査を行ったのか。
　　　先進的な６つの自治体を選定して、事例調査を行った。
　　　電算システムのセキュリティ対策について、個人情報漏洩を防ぐためどのように取り組んでいるのか。
　　　個人情報専用の回線、地方公共団体間でやりとりする回線、一般的なインターネットの回線の三層に分け、

情報漏洩を防いでいる。
　　　定住促進奨励金について、PR はどのように行われたのか。
　　　ホームページへの掲載や、転入手続きの際に案内チラシを配布するとともに、別に関西県人会へ PRを

行った。
　　　定住促進奨励金について、83件の実績であるが、主にどこから転入されているのか。
　　　多治見市・瑞浪市で35件など県内から55件。愛知県から22件などとなっている。そのうち、Ｉターン

が63件である。
　　　コロナ禍における県外からの定住促進奨励金について、主にどこから転入されているのか。
　　　８件いずれもＩターンであり、愛知県から７件となっている。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
質疑

答弁

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁



7

土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　男女共同参画講演会の開催方法とその成果は。
　　　土岐紅陵高校２年生を対象に開催し、デートDVやDVについての理解を高めることができた。
　　　中山間地域等直接支払補助金について、４団体への補助であるが、交付基準は。
　　　地域振興立法で指定された地域であり、傾斜がある等の農用地が対象となる。
　　　仲森池生物・生息環境改善業務について、水生植物の駆除の状況は。
　　　６日間かけ、菱駆除作業を実施し、全部刈り取ることができた。
　　　陶器の日 PR 事業補助金について、どのような PR 活動を実施したのか。
　　　やきものハンドブックを使ったやきものマイスター検定、インスタフォトコンテストの実施や PRショ

ッピングバッグを作成し、PR活動を実施した。
　　　土岐市販売戦略等チャレンジ協議会負担金について、イオンモール土岐の実証実験店舗の販売実績は。
　　　オープンから半年の売り上げは、13,620,000円程である。
　　　土岐市小口融資原資について、ここ数年利用実績がないように思われるが、今後どのように考えている

のか。
　　　市内の中小企業者の経営安定を図るためにも利用実績がなくても制度は残しておくべきと考えている。
　　　企業立地奨励金の雇用促進奨励金について、新たに２企業を指定事業者として認定しているが、その実

績は。
　　　企業が市民を雇用する事に対する奨励金であるが、11人の雇用が創出された。
　　　三国山キャンプ場運営事業について、利用者数と利用形態はどのようになっているのか。
　　　254人の利用者があり、ソロキャンプの利用が多い。
　　　道路照明灯 LED 化一括整備・管理事業について、リース契約によりどの程度の経費削減となるのか。
　　　10年間のリース契約により、電気量を含め、３分の１程度の経費削減が見込まれる。
　　　女性消防職員の採用計画について。
　　　現在２名の女性消防職員が在籍しており、今後も男女問わず職員採用する方針である。
　　　防災総合マニュアル作成業務について、マニュアルに基づいた訓練は行われたのか。
　　　マニュアルに基づいて、令和５年度に災害対策本部を設置した際の職員の行動訓練を実施した。マニュ

アルには、地域避難所運営も含まれているため、今後、地域での展開を図りたい。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
質疑

答弁
質疑

答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

令和４年度土岐市駐車場事業特別会計決算の認定について
　　　駐車場利用台数が大幅に伸びた要因は。
　　　コロナによる制限の緩和が一つの要因と考えられる。
質疑
答弁

令和４年度土岐市水道事業会計資本剰余金の処分及び決算の認定について
　　　有収率が84.62パーセントで前年度と比較し、0.74ポイント下がっているが、低下分を水量で換算する

とどの程度か。
　　　3,861立方メートルである。
　　　有収率を目標の90パーセントに近づけるための方策は。
　　　衛星画像を使ったAI の解析を取り入れ漏水調査を実施しているが、新しい技術を取り入れることも検

討したい。

質疑

答弁
質疑
答弁

令和４年度土岐市下水道事業会計決算の認定について
　　　水洗化率が上昇している要因は。
　　　水洗化普及員の水洗化への取り組みが一つの要因である。
質疑
答弁



《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
第
六
次
土
岐
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
少
子
化
対
策
に
よ
る
出
生
率
の
向
上
や

定
住
・
移
住
対
策
に
よ
る
社
会
移
動
の
改

善
と
い
っ
た
対
策
に
つ
い
て
、
重
点
実
施

さ
れ
た
事
業
と
そ
の
実
績
は
。

　
人
口
減
少
対
策
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

定
住
促
進
奨
励
金
と
空
き
家
バ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。
奨
励
金
の
支
給
実
績
は
、
令
和

４
年
度
に
83
件
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

令
和
４
年
度
ま
で
に
契
約
成
立
し
た
の
は

13
件
あ
り
ま
し
た
。
少
子
化
対
策
と
し
て
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
は
、
多

機
能
型
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
と
き
め
っ

く
を
拠
点
と
し
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
、
こ
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
と
き
め
っ
く
は
、
出
産
、
子

育
て
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
応
じ
た
多

様
な
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
子
育

て
世
帯
の
孤
独
化
、
孤
立
化
防
止
の
た
め
、

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
を
通
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
気
軽
に
相
談
で

き
る
機
会
を
設
け
、
地
域
と
行
政
が
協
力
、

連
携
し
て
子
育
て
世
帯
が
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。
多

機
能
型
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
は
、
直
営
時
に
比

べ
新
規
登
録
会
員
数
が
増
加
し
、
特
に
サ

ポ
ー
ト
会
員
が
増
え
、
相
互
援
助
活
動
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
出
産
・

子
育
て
応
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
て
の

妊
婦
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
時
か
ら
出

産
、
子
育
て
ま
で
身
近
な
伴
奏
型
に
よ
る

相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
、
こ
の
二
つ
を

組
み
合
わ
せ
、
昨
年
度
よ
り
事
業
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
最
重
要
課
題
と
し

て
、
市
民
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
た
め
、
産
科
開
設
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
で
見
え
て
き
た

課
題
や
、
ま
た
今
後
の
方
向
性
は
。

　
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
か

で
、
特
に
少
子
化
対
策
に
関
し
て
は
、
出

生
か
ら
乳
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
、
子
ど

も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
り
、
さ
ら
に
ニ
ー
ズ
や
課
題
が
多
様
化

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
組
織
的

な
枠
や
所
管
を
超
え
た
事
業
連
携
に
よ
り

総
合
的
に
解
決
を
進
め
て
い
く
必
要
が
増

え
て
き
た
。
そ
こ
で
令
和
３
年
度
に
少
子

化
対
策
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
全
庁
的
・
横
断
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

◆
そ
の
ほ
か
に
「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
」
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

◆
不
登
校
生
徒
へ
の
対
策
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
受
け
て

　
土
岐
市
と
し
て
の
支
援
に
つ
い
て
。

　
令
和
４
年
度
の
土
岐
市
に
お
け
る
小
中

学
校
で
１
５
５
人
の
不
登
校
生
徒
が
お
り

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

不
登
校
生
徒
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
浅
野
教
室
、
教
育
総
務
課
に
て
電

話
相
談
、
面
接
に
て
支
援
方
法
の
提
案
。

又
各
学
校
に
お
い
て
も
担
当
職
員
な
ど
が

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
徒
自
身
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

　

不
登
校
生
徒
の
様
々
な
様
態
が
あ
り
、

学
習
機
会
の
保
障
を
目
的
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
学
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
名

称
変
更
さ
れ
た
教
室
を
小
学
校
２
校
、
中

学
校
４
校
設
置
し
、
市
か
ら
配
置
さ
れ
て

い
る
相
談
員
を
中
心
に
教
育
相
談
や
学
習

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
登
校

日
数
が
増
え
た
り
、
学
級
に
復
帰
す
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

教
育
相
談
適
応
指
導
教
室
、
浅
野
教
室

で
も
生
徒
の
実
態
、
要
望
を
尊
重
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
に
は
（
仮
称
）
土
岐
市
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
計
画
し
て
お
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
下
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
て
、

不
登
校
対
策
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

◆
環
境
衛
生
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
土
岐
市
に
お
い
て
も
野
良
猫
に
よ
る
糞

尿
被
害
な
ど
に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
又

多
頭
飼
育
崩
壊
を
起
こ
す
現
場
が
増
え
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
様
々
な

費
用
を
自
ら
負
担
し
て
地
域
猫
活
動
な
ど

を
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
支
援
を

考
え
て
い
る
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
も
直
接
お
話

を
伺
う
機
会
が
あ
り
、
手
術
費
用
を
相
談

者
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
持
ち
出
し
な
ど
で
賄
っ
て

い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
対
応
と
し
ま
し

て
繁
殖
制
限
、
つ
ま
り
不
妊
去
勢
手
術
が

大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
お
り
、

県
の
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
、
公
益
財
団

法
人
動
物
基
金
の
利
用
で
手
術
費
用
の
軽

減
に
な
る
が
猫
の
移
送
で
相
当
の
負
担
が

あ
り
、
土
岐
市
近
隣
で
手
術
を
受
け
る
活

動
を
支
援
す
る
為
に
も
独
自
の
助
成
制
度

を
検
討
し
始
め
た
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
地
域
猫
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

渡邉　豪

伊藤　公男

2023年11月15日
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
周
辺
地
域
に
お
け
る
産
科
の
状
況
は
。

　
産
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関
は
土
岐
市

及
び
瑞
浪
市
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
や

通
常
分
娩
を
行
う
一
次
周
産
期
医
療
機
関

は
多
治
見
市
１
件
、
可
児
市
２
件
、
恵
那

市
１
件
で
す
。
急
変
な
ど
に
対
応
す
る
二

次
周
産
期
医
療
機
関
は
中
津
川
市
民
病
院
、

さ
ら
に
県
立
多
治
見
病
院
は
、
三
次
周
産

期
医
療
機
関
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
産
科
復
活
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
（
市
長
）産
科
復
活
の
取
り
組
み
は
色
々

な
場
で
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
て
、

大
変
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
基
本
構
想
・
計
画
で
は
、
重

点
診
療
分
野
機
能
と
し
て
周
産
期
医
療
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
病
院
関
係
者
、

瑞
浪
市
と
と
も
に
大
学
医
局
な
ど
関
係
機

関
に
対
し
て
精
力
的
に
医
師
派
遣
の
お
願

い
と
と
も
に
、
助
産
師
の
確
保
方
策
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
産
科
開
設

準
備
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
る
と
認

識
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
時
点

で
の
実
現
可
能
性
は
、
新
病
院
で
勤
務
い

た
だ
け
る
産
科
医
は
完
全
で
は
な
い
が
、

一
部
で
確
保
に
め
ど
が
立
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

◆
教
職
員
の
働
か
せ
方
に
つ
い
て

　
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
は
。

　
令
和
４
年
度
は
月
45
時
間
を
超
え
た
割

合
は
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
全
体
の
15

％
、
月
80
時
間
を
超
え
た
割
合
は
小
学
校

0
・
6
％
、
中
学
校
0
・
9
％
で
し
た
。

今
年
度
７
月
ま
で
を
み
て
も
徐
々
に
減
少

傾
向
に
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
学
校
か
ら
適
正
な
時
間
が
報
告
さ
れ
て

い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
持
ち
帰
り
残
業

は
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
毎
日
で
は

な
く
、
忙
し
い
時
は
と
い
う
状
況
で
す
。

　
学
校
給
食
の
公
会
計
化
、
教
材
費
等
の

学
校
徴
収
金
公
会
計
化
の
考
え
は
。

　
（
教
育
長
）
給
食
費
の
公
営
化
は
、
教

員
と
か
学
校
職
員
の
負
担
軽
減
、
納
付
方

法
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
保
護
者
の
利
便

性
向
上
が
図
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
側
で
は
、

人
的
配
置
、
予
算
的
な
負
担
が
増
大
す
る

こ
と
も
あ
り
、
現
状
は
他
市
の
状
況
や
徴

収
シ
ス
テ
ム
の
状
況
把
握
し
な
が
ら
、
公

会
計
化
を
見
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
県
下
２
番
目
に
高
い
介
護
保
険
料
を
低

く
す
る
た
め
の
施
策
は
、
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業
「
と
き
げ

ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
市
民

の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
お
り

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
を
考
え
て

い
る
。
基
金
を
取
り
崩
し
て
次
期
の
保
険

料
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
現
在
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
介
護
や
看
護
の
た
め
、
介
護
離
職
な
ど

社
会
問
題
が
あ
り
ま
す
。
土
岐
市
は
、
寝

た
き
り
老
人
介
護
者
激
励
金
給
付
事
業
を

介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
る
前
の
平
成
５

年
か
ら
21
年
ま
で
実
施
し
て
お
り
今
後
、

家
族
介
護
者
に
介
護
手
当
の
給
付
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
現
段
階
で
は
、
給
付
事
業
は
考
え
て
い

な
い
。
介
護
者
の
給
付
と
い
う
形
で
は
な

い
が
、
寝
た
き
り
等
の
老
人
を
介
護
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
お
む
つ
の
購
入
権

の
助
成
を
平
成
30
年
10
月
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

◆
土
岐
市
税
条
例
第
３
節
、
軽
自
動

車
税
第
82
条
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
第
82
条
の
『
商
品
で
あ
っ

て
使
用
し
な
い
軽
自
動
車
』
に
対
し
て
は
、

種
別
割
を
課
さ
な
い
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
こ
で
言
う
『
商
品
で
あ
っ
て
使
用
し
な

い
軽
自
動
車
』
と
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
有
無
で
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
表
示
の
あ
る
車
両
に
つ
い
て
、
商
品

で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
免

除
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
土
岐

市
と
し
ま
し
て
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
つ
い
て
お
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

課
税
の
対
象
に
な
る
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

◆
住
宅
政
策
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
の
現
状
、
入
居
者
等
、
今
後

に
つ
い
て
。

　
14
ヵ
所
、
４
４
０
戸
の
市
営
住
宅
が
あ

り
、
２
１
９
戸
、
３
３
６
人
が
住
ん
で
い

ま
す
。
市
営
住
宅
に
は
、
新
た
な
入
居
者

の
方
は
、
受
け
入
れ
な
い
方
向
で
す
。
老

朽
化
の
た
め
、
入
居
者
の
方
に
移
っ
て
い

た
だ
き
、
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
民
間
ア
パ
ー
ト
を
買
い
取
り
、
公
営
住

宅
と
し
て
低
家
賃
で
賃
貸
し
て
は
ど
う
か
。

　
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、
必
要
な

場
合
に
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
、
空
き
家
対
策
も
含
め
、
住
宅

福
祉
な
ど
生
活
全
般
の
総
合
的
な
窓
口
が

必
要
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
。

小関　篤司

塚本　俊一
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◆
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て

　
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
、
日
中
高

齢
者
の
世
帯
に
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
購

入
補
助
制
度
を
岐
阜
市
は
す
で
に
創
設
し

実
施
し
て
い
る
。
本
市
も
創
設
す
る
べ
き

と
提
案
す
る
が
そ
の
考
え
は
。

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
要
求
方
法
は
固
定
電

話
46
％
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
が
47

％
で
多
様
化
し
て
い
る
。
対
象
が
固
定
電

話
の
み
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
か
、

機
器
自
体
が
一
万
円
を
切
る
よ
う
な
価
格

の
製
品
も
あ
り
、
更
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で

は
同
様
の
目
的
で
特
殊
詐
欺
犯
罪
防
止
の

取
組
で
70
歳
以
上
の
契
約
者
ま
た
は
70
歳

以
上
の
方
と
同
居
し
て
い
る
契
約
者
の
方

に
、
通
常
は
有
料
の
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
及
び
ナ
ン
バ
ー
リ
ク
エ
ス
ト
の
無
償

化
を
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
利
用
い
た

だ
く
と
同
様
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
補

助
制
度
は
現
時
点
考
え
て
い
な
い
。

◆
家
庭
で
の
野
焼
き
に
つ
い
て

　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
家
庭
で
の
野

焼
き
は
禁
止
で
す
」
と
大
き
く
出
て
お
り

そ
の
下
に
は
例
外
規
定
と
し
て
５
項
目
あ

り
５
項
目
め
に
「
た
き
火
そ
の
他
日
常
生

活
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
」
と
あ

る
が
、
せ
め
て
住
宅
街
に
お
い
て
は
軽
微

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
禁
止
に
す
べ
き
で
は
。

　
令
和
３
年
11
月
30
日
付
け
の
環
境
省
通

知
に
、『
焼
却
禁
止
の
例
外
と
さ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却
に
つ
い
て
、
健
康
被
害
も
含

む
人
の
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
環
境

に
何
ら
か
の
支
障
が
現
実
に
生
じ
る
場
合

は
処
理
基
準
に
適
合
し
な
い
焼
却
行
為
と

し
て
行
政
処
分
及
び
行
政
指
導
を
行
う
こ

と
は
可
能
』
と
言
っ
て
い
る
た
め
、
例
外

規
定
に
該
当
す
る
焼
却
で
あ
っ
て
も
支
障

が
あ
る
場
合
、
原
因
者
に
指
導
は
行
っ
て

い
る
。
家
庭
で
の
生
ゴ
ミ
や
ビ
ニ
ー
ル
等

を
燃
や
す
こ
と
は
い
か
な
る
場
合
も
禁
止
。

剪
定
木
や
枝
、
草
刈
り
に
つ
い
て
も
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

◆
環
境
セ
ン
タ
ー
の
た
い
肥
に
つ
い
て

　
本
市
の
た
い
肥
は「
た
い
肥
で
は
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
木
片
を
細
か
く
チ
ッ

プ
に
す
る
機
械
を
購
入
し
、
よ
り
良
い
た

い
肥
作
り
を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
専
門
業
者
が
既
に
破
砕
し
更
に
定
期
的

に
攪
拌
し
て
作
っ
て
い
る
た
め
機
械
の
購

入
は
考
え
て
い
な
い
。
品
質
検
査
に
つ
い

て
も
業
者
の
方
で
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

窒
素
や
リ
ン
酸
カ
リ
等
の
肥
料
の
成
分
分

析
も
行
い
、
一
定
基
準
ま
た
は
そ
れ
に
近

い
値
を
得
て
い
る
。
ご
意
見
に
つ
い
て
は

業
者
と
私
ど
も
が
共
有
し
、
今
後
の
事
業

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
児
童
・
生
徒
へ
の
食
育
推
進
と
学

校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
「
と
き
げ
ん
き
っ
子
給
食
」

事
業
を
食
育
推
進
の
た
め
の
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
食
に
関
す
る

指
導
と
学
校
給
食
の
管
理
を
行
っ
て
い
る

栄
養
教
諭
の
創
意
工
夫
の
自
由
度
を
高
め
、

食
育
推
進
の
た
め
の
生
き
た
教
材
と
な
る

学
校
給
食
の
教
育
的
効
果
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
一
般
財
源
か
ら
の
補
助
の
拡
充
を

提
案
す
る
。
全
世
代
健
康
寿
命
延
伸
事
業

「
と
き
げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

す
る
加
藤
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　

学
校
に
お
け
る
食
育
と
そ
れ
を
支
え
る

学
校
給
食
の
重
要
性
は
大
変
大
き
い
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
食
材
高
騰
に

よ
る
給
食
費
の
不
足
と
い
う
費
用
面
で
の

課
題
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
と
も
十
分

協
議
を
し
つ
つ
、
今
後
も
充
実
し
た
食
育

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
施
策
・

事
業
の
展
開
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た
事
業

の
事
業
費
及
び
交
付
金
充
当
額
の
総
額
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
事
業
費
の
総
額
は
約
29
億
円
、
交
付
金

の
総
額
は
約
17
億
円
で
あ
る
。

　
当
該
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
濃
南
地
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
、

公
共
施
設
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
導
入
、

電
子
図
書
館
整
備
事
業
な
ど
、
交
付
金
の

活
用
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
効
果

が
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
心
・
安
全
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
が
る

事
業
を
適
切
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◆
市
役
所
に
お
け
る
外
部
人
材
の
登

用
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
市
役
所
の
組
織
力
向
上
の
重
要
性
と
、

そ
の
方
策
と
し
て
、
専
門
の
外
部
人
材
を

登
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
役
所
組
織

を
率
い
る
加
藤
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
外
部
人
材
の
登
用
に
よ
り
、
専
門
性
の

高
い
業
務
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
る
が
、
組
織
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
し
に
く
い
と
い
っ
た
弊
害
も
あ
る
。

短
期
的
に
専
門
性
の
高
い
業
務
で
人
材
が

必
要
な
場
合
に
は
業
務
委
託
な
ど
の
形
態

で
対
応
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
長
期
的
な

視
点
で
考
え
る
と
、
内
部
人
材
を
い
か
に

育
成
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
の
方
が
、

組
織
力
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

●
組
織
力
を
強
化
す
る
取
り
組
み
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

北谷　峰二

後藤　正樹

2023年11月15日
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◆
避
難
所
つ
い
て

　
女
性
の
視
点
等
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
平
成
30
年
か
ら
生
理
用
品
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
テ
ン
ト
の
備
蓄
を
進
め
て
き
た
。

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
業
者
に
依
頼

し
供
給
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。

　
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営

推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用
の
考
え
は
。

　
岐
阜
県
の
補
助
事
業
で
、
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
の
期
間
に
、
各
市
町
村

で
一
回
補
助
を
受
け
る
事
が
で
き
る
。

来
年
度
以
降
、
補
助
の
申
請
を
す
る
と

共
に
、
女
性
等
の
視
点
を
踏
ま
え
た
避
難

所
運
営
の
充
実
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
本
市
の
今
後
の
展
開
は
。

　
女
性
及
び
配
慮
が
必
要
な
方
の
参
加
に

よ
る
検
討
会
の
中
で
、
女
性
等
の
ニ
ー
ズ

に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
の
在
り
方
を
検

討
し
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映

し
て
い
く
。
又
、
女
性
防
災
士
の
育
成
を

推
進
し
、
避
難
所
運
営
に
多
く
の
女
性
が

参
画
で
き
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
く
。

◆
子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ
の
取
り
組
み

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
推
進
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
及
び
直
近
ま
で
の
接
種
率
は
。

　
令
和
４
年
度
、
9
・
9
％
。
今
年
度
７

月
末
現
在
、
5
・
6
％
。

　
今
後
の
対
応
は
。

　
引
き
続
き
未
接
種
者
へ
の
個
別
通
知
に

よ
る
再
勧
奨
の
継
続
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
関
係
す
る
疾
病
は
。

　
中
咽
頭
が
ん
、
肛
門
が
ん
、
陰
茎
が
ん

等
の
発
症
に
関
係
が
あ
る
。

　
男
性
へ
の
推
進
で
ど
の
よ
う
な
期
待
が

あ
る
か
。
又
、
接
種
費
用
は
。

　
中
咽
頭
が
ん
、
肛
門
が
ん
、
性
感
染
症

の
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
効
果
。
費

用
は
、
３
回
接
種
で
五
万
円
前
後
。

　
男
性
の
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
。

　
国
で
の
議
論
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

防災テント

土
岐
市
の
特
色
あ
る
教
育

◆
小
規
模
特
認
校
に
つ
い
て

　
濃
南
小
学
校
に
特
認
校
制
度
を
取
り
入

れ
た
目
的
、
対
象
は
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
で
、

少
人
数
の
学
習
指
導
に
よ
る
確
か
な
学
力

の
定
着
と
心
身
の
健
康
増
進
を
目
指
す
と

と
も
に
、
明
る
く
伸
び
伸
び
と
し
た
児
童

を
育
成
す
る
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

対
象
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る
一
年
生

で
、
土
岐
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
の
児
童
の
受
入
れ
は
。

　
一
年
生
２
人
、
二
年
生
２
人
、
三
年
生

２
人
、
四
年
生
２
人
、
五
年
生
１
人
の
９

人
で
あ
る
。
来
年
度
の
就
学
予
定
者
か
ら
、

既
に
３
件
の
見
学
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が

来
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
児
童
、
保

護
者
の
様
子
は
。

　
児
童
は
学
校
に
順
応
し
、
楽
し
く
通
学

し
て
お
り
、
地
域
に
も
馴
染
ん
で
い
る
。

ま
た
保
護
者
か
ら
は
、
濃
南
の
子
ど
も
た

ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
先
生
方

か
ら
も
よ
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
安
心

で
き
る
と
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。

◆
小
・
中
一
貫
教
育
校
に
つ
い
て

　
小
・
中
一
貫
教
育
と
は
。

　
小
・
中
学
校
の
教
員
が
目
指
す
子
ど
も

像
を
共
有
し
て
、
９
年
間
を
通
じ
た
教
育

課
程
を
編
成
し
て
系
統
的
な
教
育
を
目
指

す
も
の
。

　
濃
南
小
中
学
校
の
特
色
は
。

　
小
学
校
と
中
学
校
の
職
員
室
を
一
つ
に

し
て
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年

生
ま
で
の
担
任
同
士
の
交
流
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
き
な
特
色
と
し
て

は
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
小
学
校
一
年

生
か
ら
教
科
担
任
制
を
取
っ
て
い
る
。

　
一
貫
教
育
の
成
果
に
つ
い
て
。

　
教
育
の
質
の
向
上
、
人
と
の
関
り
を
大

切
に
し
た
活
動
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
推

進
し
て
お
り
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

の
あ
る
濃
南
の
子
を
育
む
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
る
。
ま
た
学
力
も
着
実
に
身
に
つ
い

て
き
て
お
り
、
今
年
度
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
は
、
県
、
全
国
平
均
を
大

幅
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
教
科
専
門
教
師
の
指
導
、
自
主

性
を
促
す
工
夫
あ
る
授
業
な
ど
が
、
小
中

一
貫
教
育
の
成
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

少
人
数
と
い
う
特
徴
、
こ
れ
を
利
点
と
し

て
生
か
し
て
、
そ
れ
を
特
色
化
し
て
い
る

濃
南
小
・
中
学
校
の
学
校
運
営
に
対
し
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も
精

い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

水石　玲子

水野　哲男
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
市
内
の
下
水
道
に
つ
い
て

　
大
型
商
業
施
設
（
イ
オ
ン
・
モ
ー
ル
）

開
業
後
の
汚
水
量
、
そ
の
影
響
は
。

　
大
型
商
業
施
設
及
び
温
浴
施
設
の
開
業

後
、
最
も
利
用
が
多
い
と
思
わ
れ
る
オ
ー

プ
ン
月
の
下
水
道
使
用
量
に
つ
い
て
は
合

わ
せ
て
１
万
２
千
５
０
０
㎥
の
使
用
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
影

響
は
、
流
入
す
る
市
全
体
の
下
水
量
の
約

２・
７
％
の
相
当
量
で
、
下
水
処
理
に
支

障
を
き
た
す
ほ
ど
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
稼
働
率
は
。

　

現
有
処
理
能
力
は
、
日
当
た
り

１
万
９
千
９
０
０
㎥
で
あ
り
、
令
和
元
年

度
以
降
の
稼
働
率
は
、
令
和
元
年
度
77
・

１
％
、
令
和
２
年
度
80
・
１
％
、
令
和
３

年
度
82
・
１
％
、
令
和
４
年
度
81
・
２
％

と
い
う
こ
と
で
、
概
ね
80
％
前
後
で
推
移

し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
80
％
以
上
の
稼
働
率
で
す
が
、
将

来
人
口
減
少
を
想
定
し
た
事
業
計
画
は
。

　
現
在
は
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
17
年
度

の
人
口
減
少
を
想
定
し
た
、
下
水
道
全
体

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き

下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
水
道

全
体
計
画
と
は
、
概
ね
20
年
先
の
状
況
を

想
定
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
下
水
道
施
設
の

規
模
や
計
画
を
決
め
る
も
の
で
、社
会
的・

経
済
的
状
況
や
人
口
動
態
な
ど
の
、
変
化

に
応
じ
て
下
水
道
整
備
区
域
の
変
更
や
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
な
ど
に
つ
い
て

適
宜
見
直
し
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

現
計
画
は
策
定
か
ら
８
年
目
と
な
る
こ

と
か
ら
、
社
会
環
境
の
変
化
と
合
わ
せ
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

国
・
県
の
上
位
計
画
の
見
直
し
を
ふ
ま
え
、

今
年
度
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
本
市
の
下

水
道
全
体
計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
。

　
水
洗
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化

槽
や
、
汲
み
取
り
ト
イ
レ
の
御
家
庭
に
河

川
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
て
良
好
な
生
活

環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
、
下
水
道
に
接

続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
継
続
的
に
水
洗

普
及
員
に
よ
る
未
水
洗
化
住
宅
へ
の
戸
別

訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

　

震
度
６
弱
ク
ラ
ス
の
地
震
に
対
し
て
、

総
合
地
震
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
地
震
で

も
最
低
限
の
下
水
処
理
機
能
を
確
保
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
も
併
せ
て
、
計

画
的
か
つ
効
率
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い

く
予
定
。
水
害
対
策
は
耐
水
化
計
画
に
基

づ
き
、
洪
水
に
対
し
て
下
水
処
理
に
必
要

な
設
備
機
器
が
浸
水
し
な
い
よ
う
に
防
水

板
の
設
置
や
開
口
部
の
閉
塞
な
ど
耐
水
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
生
成
AI
へ
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
生
成
AI
の
活
用
は
行
政
の
効
率
化
を
促

進
し
、
文
書
制
作
や
情
報
処
理
の
時
間
等

の
大
幅
削
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

手
不
足
に
悩
む
あ
る
市
は
自
治
体
の
救
世

主
と
捉
え
生
成
AI
を
全
面
的
に
導
入
し
、

既
に
実
証
実
験
に
取
り
組
む
な
ど
、
全
国

的
に
広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
市
長
の
生
成

AI
へ
の
ご
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
市
長
）
生
成
AI
の
活
用
は
、
私
も
若

干
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
一
番
最
初
に
生
成
AI
に

聞
い
た
の
は
、
市
長
に
必
要
な
資
質
は
何

か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

能
力
、
政
策
立
案
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
地
域
理
解
力
、
公
平
な
判

断
力
、
予
算
管
理
能
力
と
い
う
６
項
目
の

資
質
が
で
て
ま
い
り
ま
し
た
。
生
成
AI
に

は
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
も
本
格
導
入
に
向
け
た
利

活
用
方
針
を
打
ち
出
す
動
き
も
見
ら
れ
ま

す
。
土
岐
市
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
性
急

に
や
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
っ
た
状

況
を
見
極
め
る
中
で
業
務
の
効
率
化
、
あ

る
い
は
業
務
の
質
の
向
上
、
質
の
確
保
が

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
し
か
も

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

効
率
的
な
業
務
運
営
に
資
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
今
や
情
報
の
洪
水
に
さ
ら
さ

れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
一
方
そ
の

情
報
の
正
確
さ
や
真
実
を
見
極
め
る
こ
と

は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
専
制
国
家
が
、
人
々
を
支
配
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を

は
じ
め
悪
意
を
持
っ
た
者
が
、
意
図
的
に

流
さ
れ
る
陰
謀
論
や
詐
欺
事
件
と
い
っ
た

害
悪
が
横
行
し
、
身
近
な
生
成
AI
の
フ
ェ

イ
ク
情
報
の
ウ
ィ
ズ
フ
ェ
イ
ク
に
よ
り
誹

謗
中
傷
や
風
評
被
害
が
、
私
た
ち
の
日
々

を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
住
民
が
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
も
市
民
へ
の
周
知
が
大
変

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
市
の
お
考
え
を
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
に
フ
ェ
イ
ク
情
報
が
存

在
す
る
ウ
ィ
ズ
フ
ェ
イ
ク
と
言
わ
れ
る
時

代
、
生
成
AI
の
登
場
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
犯
罪
の
真
偽

の
見
極
め
が
非
常
に
困
難
と
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
生
成
AI
を
利
用
し
た
対

策
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

や
は
り
自
己
防
衛
も
必
要
だ
と
い
う
意
識

を
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
等
に
関
す
る

情
報
共
有
を
多
治
見
警
察
署
と
も
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
連
携
を
し
て
市
民
に
注

意
喚
起
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

大久保一夫

小栗　恒雄

2023年11月15日
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
、
運
営
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
管
理
、
運
営
は
、
総
合
公
園
、
活
動
セ

ン
タ
ー
、
駄
知
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
市
職
員
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
委
託
に
よ
り
管
理
し
て
い
て
、

業
務
の
一
つ
と
し
て
窓
口
で
の
鍵
の
受
渡

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
敷
島
公
園
や
大

徳
原
球
場
は
近
隣
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
鍵
の
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
弓

道
場
、
総
合
射
撃
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
種
目
協
会
に
鍵
の
管
理

も
含
め
た
施
設
の
運
営
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い
る
の
か
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
安
全
な
利
用
の
た
め

に
通
常
の
点
検
に
加
え
、
危
険
度
、
緊
急

度
の
高
い
案
件
か
ら
優
先
的
に
修
繕
な
ど

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
施
設
解
放
事
業
の
使
用
施
設
及
び

使
用
団
体
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

　
濃
南
小
学
校
以
外
の
市
内
小
・
中
学
校

及
び
土
岐
津
体
育
館
14
施
設
で
、
使
用
団

体
は
１
０
７
団
体
で
す
。

　
学
校
施
設
解
放
事
業
の
鍵
の
貸
し
借
り

は
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い
る
の
か
。

　
鍵
の
貸
し
借
り
は
16
時
30
分
ま
で
に
学

校
で
受
け
取
り
、
翌
日
８
時
30
分
ま
で
に

返
却
、
駄
知
小
学
校
は
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
い
る
。

　
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
、
テ
ン

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
学
校
玄
関
外
に
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
も

効
率
的
で
管
理
上
も
安
全
な
方
法
な
ど
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
陶
史
の
森
に
つ
い
て

　
陶
史
の
森
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
お
り
ま
す
か
。

　
管
理
員
１
名
、
自
然
観
察
指
導
員
１
名
、

作
業
員
４
名
の
合
計
６
名
の
職
員
で
管

理
・
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
陶
史
の
森
の
年
間
事
業
費
は
。

　
２
千
４
百
万
９
千
円
で
す
。
内
訳
は
人

件
費
、
消
耗
品
費
、
電
気
代
、
修
繕
費
等

　
陶
史
の
森
の
施
設
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　
施
設
内
の
職
員
が
毎
日
行
う
園
内
巡
視

や
年
に
１
度
専
門
業
者
に
よ
る
定
期
点
検

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
発
見
し
た
修

繕
箇
所
は
、
作
業
員
に
よ
り
随
時
修
繕
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
議
員
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
調
査
、
検
討
し
て
改
善
で
き

る
も
の
は
早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木股　英明
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土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　　福井県越前市（8月16日）
議会改革はタブレット整備事業が必要だと思います。情
報社会において効率的で迅速な議会運営・議案審議・情報
の共有・議会の活性化など、市民に開かれた議会の実現と、
さらなる議会改革を推進するために、平成29年８月にタ
ブレットを導入した。その結果の一つとして例をあげれば、
年間567万円の経費削減の効果があった。又、導入時作成
した越前市議会のタブレット端末運用規定は参考になる。

視察先 　　　　石川県加賀市（8月17日）
大学が有する法務の知的資源を積極的に提供
し、自治体のシンクタンク的な立場で地域社会
に貢献ができる。また、自治体との交流を深め
将来的に学生のエクスターンシップ先や修了生
の就職先の一つとして選択肢の幅を広げられ
る。
議会基本条例に掲げる「政策提案する議会」

「監視する議会」「審議する議会」としての機能
強化を進めていく必要があり、法務の知的資源
を有する金沢大学法科研究科と連携・協力する
ことで、地方創生に向けての政策法務能力の向
上を図るとともに、各種の政策提案等をする上
で専門的知見を活用することで協定に至る。さ
らに、子ども・高校生・女性市民等と議会を開
催し意見交換を図る。

視察先

テーマ 　議会活性化の取り組みについて テーマ 　議会改革の取り組みについて

行政視察報告（議会運営委員会）



今年の夏の気温は気象庁が1898年より統計開始以降、最も
暑くなりました。地球温暖化による異常気象の影響は年々激し
くなっているように思います。今夏は土岐市において大きな災
害も無く、安堵しているところではありますが、全国に目を向
けますと甚大な被害が出ている地域もみられました。また世界
各地でも、アフリカのリビアでは２万人を超える死者行方不明
が出るなど、毎年のように各地で異常気象によるとみられる甚
大な災害が起こっています。哀悼の意を表すと共に早期の復興
を祈るばかりです。
身近なところで被害が出ていないと油断することなく、災害
対策の基本となります「自助共助公助」の観点から、まずは
「自助」の部分で日ごろからの備えを心がけ、「公助」の観点
からも備えを着実に進めていきます。
� （文責：伊藤　公男）

編集後記

議会だより編集委員会 � ������������������������������������
　委員長：塚本俊一　　副委員長：渡邉豪
　委　員：加藤淳一　北谷峰二　大久保一夫　木股英明　安藤勝彦　伊藤公男

2023年11月15日
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11
月
30
日
㈭　
本
会
議　
初　
日
（
議
案
提
案
説
明
）

12
月
12
日
㈫　
本
会
議　
２
日
目
（
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
一
般
質
問
）

12
月
13
日
㈬　
本
会
議　
3
日
目
（
一
般
質
問
）

12
月
14
日
㈭　
本
会
議　
４
日
目
（
一
般
質
問
）

12
月
15
日
㈮　
文
教
厚
生
委
員
会

12
月
18
日
㈪　
総
務
産
業
建
水
委
員
会

12
月
26
日
㈫　
本
会
議　
最
終
日
（
委
員
長
報
告
　
質
疑・討
論・採
決
）

次
回
12
月
定
例
会（
予
定
）　
※
午
前
９
時
開
会
予
定
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

高校卒業時までの子ども医療費窓口負担の無料化及び学校給食費の
無償化を求める意見書
少子化は、地域社会の持続可能性のみならず、日本社会の存立自体をも脅かす深刻な状況となっている。
このような状況の下で、少子化の進行に歯止めをかけるためには、安心して子どもを産み育てることができ
る環境を整備することが極めて重要であり、そのためにも、子どもの医療費や教育費など、子育て世帯の経済
的負担を軽減することが強く求められている。
子どもの医療費については、子どもたちの適切な医療の確保を図るため、多くの地方公共団体が独自に助成
措置を講じているが、団体の財政力の差などにより、対象年齢や所得要件、受給者負担等に様々な差異が生じ
ている。
また、学校給食は子どもたちの心身の健全な発達に資するものであり、望ましい食習慣を養う上でも重要で
あるが、その財政的負担の大きさから、小学校・中学校ともに無償化を実施している地方公共団体は僅かにと
どまっている。
本来、子どもの医療費や学校給食費の負担軽減については、地方公共団体の財政力の差によって地域格差が
生じることがないよう、国の責任において全国一律の制度を創設する必要がある。
よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１　高校卒業時までの子ども医療費窓口負担を無料化すること。
２　学校給食費を無償化すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

意見書を提出しました


